
バッカス・ナウア記法

（Backus-Naur form，Backus normal form: ＢＮＦ）

プログラムの書き方を説明するための言語．

構文規則を記述するための言語．

プログラム言語を規定するためのメタ言語（超言語）．

基本記法

ｘ ｙ 要素ｘ，ｙの連接ｘ ｙ 要素ｘ，ｙの連接

｜ 選択

:＝ 定義記号．左辺は定義されるもの，定義記号．左辺は定義されるもの，

右辺は定義項目

＜ ＞ メタ変数 非終端記号＜ ＞ メタ変数，非終端記号
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拡張記法 （各種の拡張法が存在）

［ ］ 省略可能［ ］ 省略可能

＊ ０ 回以上の繰り返し（上付きの＊）

＋ １ 回以上の繰り返し（上付きの＋）＋ １ 回以上の繰り返し（上付きの＋）
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変数名，変数名の並びの表記例（１）

＜英字＞ :＝ ａ｜ｂ｜ｃ｜・・・｜ｚ

＜数字＞ :＝ ０｜１｜２｜・・・｜９＜数字＞ :＝ ０｜１｜２｜ ｜９

＜識別子＞ :＝ ＜英字＞｜＜識別子＞＜英字＞｜

＜識別子＞＜数字＞＜識別子＞＜数字＞

＜変数名＞ :＝ ＜識別子＞

＜変数名の並び＞ :＝ ＜変数名＞｜

＜変数名の並び＞ ＜変数名＞＜変数名の並び＞ ， ＜変数名＞

表記例（１）で表記例（１）で

ａｂｃ ｚ１２ ａ０，ｂ０，ｃ０

２ ｂ ０ ０ ？２ａ ａ＿ｂ ａ０，，ｃ０ ？
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＜整数型変数定義＞ ：＝

［ｕｎｓｉｇｎｅｄ］ ［ｓｈｏｒｔ | ｌｏｎｇ］［ｕｎｓｉｇｎｅｄ］ ［ｓｈｏｒｔ | ｌｏｎｇ］

ｉｎｔ ＜変数名の並び＞；

上の整数型変数の定義で上の整数型変数の定義で，

ｉｎｔ ｉ，ｊ；

ｕｎｓｉｇｎｅｄ ｉｎｔ ｉ；ｕｎｓｉｇｎｅｄ ｉｎｔ ｉ；

ｓｈｏｒｔ ｉｎｔ ｉ，ｊ；

ｕｎｓｉｇｎｅｄ ｌｏｎｇ ｉｎｔ ｉ；ｕｎｓｉｇｎｅｄ ｌｏｎｇ ｉｎｔ ｉ；
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指数表記の数値： １２Ｅ－５ ＝ １２×１０－５

数値の表記例（１）

＜数値＞ :＝ ＜数字列＞｜＜数値＞ : ＜数字列＞｜
＜符号＞＜数字列＞｜
＜数字列＞Ｅ＜数字列＞｜
＜数字列＞Ｅ＜符号＞＜数字列＞

＜数字列＞ :＝ ＜数字＞｜＜数字列＞＜数字＞

＜数字＞ :＝ ０｜１｜２｜・・・｜９

＜符号＞ :＝ ＋｜―

数値の表記例（１）で

＋１２ －１２ １２Ｅ５ １２Ｅ－５

＋１２Ｅ５ －１２Ｅ－５ ？
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正規表現 （Regular Expression)

記号列の集合を表す方法記号列の集合を表す方法．

基本記法

文字文字

ＸＹ 連接

Ｘ＊ Ｘの ０回以上の繰り返しＸ＊ Ｘの，０回以上の繰り返し

（Ｘ） Ｘ

拡張表記拡張表記

［ ］ 文字クラス． ［ａｂｃ］［Ａ－Ｚ］

［ａｂｃ］：ａｂｃのどれか

［＾ ］ 文字クラスの否定．［＾ａｂｃ］

． （ピリオド）任意の１文字

Ｘ？ Ｘの，０回または１回の繰り返し

Ｘ＋ Ｘの，１回以上の繰り返し
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ａｔｔ＊ ａｔ＋ ａｔ ａｔｔ ａｔｔｔなど

ａｃ ａａｃ ａｂｃ ａｃｃなどａ.ｃ ａａｃ ａｂｃ ａｃｃなど

ａｂ？ｃ ａｃ ａｂｃ

ａｂ［ｃｄ］ｅｆ ａｂｃｅｆ ａｂｄｅｆａｂ［ｃｄ］ｅｆ ａｂｃｅｆ ａｂｄｅｆ

［ａｂ］ｃ［ｄｅ］ ａｃｄ ａｃｅ ｂｃｄ ｂｃｅ

ａ［＾ｂｃ］ｄ ａｂｄ ａｃｄ を除くａｄａ［ ｂｃ］ｄ ａｂｄ ａｃｄ を除くａ.ｄ
ａｂ［ｒｔ］＋ ａｂｒ ａｂｔ ａｂｒｒ など

識別子： 英文字，または，アンダーバー（＿）の後に，

英文字 または アンダーバー または 数字英文字，または，アンダーバー，または，数字
が続く．

［Ａ－Ｚａ－ｚ ］［Ａ－Ｚａ－ｚ ０－９］＊［ ＿］［ ＿ ］
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